
9

原則的に一般公開されていませんが、その

ほかは見学できます（ただし、旧朝香宮邸

は現在改修工事中です）。このほか、近代

の代表的な財閥である岩崎家（三菱財閥）

の本邸に造られた庭園があります（→13

ページ）。この庭園は当時の第一級の造園

家である「植治」こと７代目小川治兵衛に

よって造られた代表的な近代日本庭園で

す。現在、国際文化会館の庭となってい

ますが、当時の姿とほぼ変わりありませ

ん。また、芝公園内に造られた渓流（→

12ページ）は近代公園行政の先駆者であ

る長岡安平の設計によるものです。都会の

中に浮かぶ静寂の空間でゆっくり過ごして

みるのもよいかもしれません。

迎賓館赤坂離宮

＊赤坂離宮は７～８月に事前申し込みにより参観でき
ます。詳しくは内閣府ホームページ（http://www8.
cao.go.jp/geihinkan/index.html）か電話（代表
03-5253-2111）にてご確認ください。

の旅
たどる時代

名園で
名園でたどる
時代の旅

03-3478-1111

う えじ

お が わ じ へ い

ながおかやすへい

　港区内には名園と呼ばれる庭園がありま

す。これらの来歴には大きく２つの流れが

あります。１つは江戸時代の大名庭園の系

譜を引くものです。江戸時代、現在の港区

域には大名屋敷がとても多くありました。

江戸城に近い場所には上屋敷（大名の当主

が住み、かつ藩の江戸における出張所の役

割を果たした屋敷）が立ち並び、広大な敷

地に庭園を築造する大名もいました。現在

も残る旧芝離宮恩賜庭園（→12ページ）

はそうした大名庭園の系譜を引く庭園です。

ここは江戸時代の前期に小田原藩の藩主大

久保家の上屋敷がおかれ、大久保氏はここ

に「楽壽園」という庭園を造りました。当時

のこの近辺は埋め立てられた臨海地域で、

池に海水を引き込み、潮の満ち引きで景

観を変えるなど、趣向を凝らした庭園で

した。また、現在の檜町公園（→13ペー

ジ）には江戸時代、長州藩毛利家の下屋敷

があり、ここには「清水園」という有名な

大名庭園がありました。現在、庭園そのも

のは残っていませんが、雰囲気を味わうこ

とができます。

　もう１つの流れは近代に造られた庭園

です。港区には旧芝離宮、旧朝香宮邸

（→14ページ、現東京都庭園美術館）、

旧有栖川宮邸（→14ページ、現有栖川宮

記念公園）、そして赤坂離宮と、離宮や宮

家の本邸が少なくありません。

　このほか、近代の代表的な財閥である岩

崎家（三菱財閥）の本邸に造られた庭園が

あります（→13ページ）。この庭園は当時の

第一級の造園家である「植治」こと７代目

小川治兵衛によって造られた代表的な近代

日本庭園です。現在、国際文化会館の庭と

なっていますが、当時の姿とほぼ変わりあ

りません。また、芝公園内に造られた渓流

（→12ページ）は近代公園行政の先駆者であ

る長岡安平の設計によるものです。都会の

中に浮かぶ静寂の空間でゆっくり過ごして

みるのもよいかもしれません。

事前申し込みにより参観できます。詳しくは内閣
府ホームページ（https://www.geihinkan.go.jp/
akasaka/）か電話（代表03-5728-7788）テレフォ
ンサービスにてご確認ください。
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ン

迎
賓
館

赤
坂
離
宮

青
山
公
園

ふ
頭
公
園

国
立
科
学
博
物
館

附
属
自
然
教
育
園

芝
浦
中
央
公
園

六
本
木
ヒ
ル
ズ

港
区
役
所

東
京
タ
ワ
ー

赤
坂
御
用
地

都
立
芝
公
園

区
立
芝
公
園

麻
布
台
ヒ
ル
ズ

渋
谷
区

千
代
田
区

新
宿
区

品
川
区

目
黒
区

ち
ょ
っ
と
足
を
の
ば
し
て
…

六 本 木 駅

赤 羽 橋 駅

ち
ょ
っ
と
足
を
の
ば
し
て
…

広 尾 駅 前 （ 広 尾 橋 ） バ ス 停

白 金 台 五 丁 目 バ ス 停

浜 松 町 駅 北 口J R
旧 芝 離 宮 恩 賜 庭 園

芝 公 園 紅 葉 瀑 布 ・ 渓 流

旧 毛 利 家 庭 園 ﹁ 清 水 園 ﹂ 跡 ︵ 檜 町 公 園 ︶

旧 岩 崎 邸 庭 園 ︵ 国 際 文 化 会 館 ︶ 　

旧 有 栖 川 宮 邸 ︵ 有 栖 川 宮 記 念 公 園 ︶

東 京 メ ト ロ 日 比 谷 線 　広 尾 駅

旧 朝 香 宮 邸 ︵ 東 京 都 庭 園 美 術 館 ︶

東 京 メ ト ロ 南 北 線 ・ 都 営 三 田 線

　
白 金 台 駅

大
門
駅

赤
羽
橋
駅

六
本
木
駅

芝
公
園
駅

都
営
浅
草
線

都
営
三
田
線

都
営
大
江
戸
線

JR
線

京
浜
急
行
線

東
京
メ
ト
ロ
銀
座
線

東
京
メ
ト
ロ
日
比
谷
線

東
京
メ
ト
ロ
千
代
田
線

東
京
メ
ト
ロ
南
北
線

ゆ
り
か
も
め

東
京
モ
ノ
レ
ー
ル

路
線
図
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時 　 間：9：00～16：30
休 園 日：12月29日～1月1日
料 　 金：一般150円、65歳以上70円
問い合わせ：0 3 - 3 4 3 4 - 4 0 2 9

旧芝離宮恩賜庭園
　　　　　　　　海岸１－４  

芝公園紅葉瀑布・渓流
ばくふ

３－４園公芝  
　 都立芝公園内もみじ谷 

名園でたどる時代の旅

（閉園17：00）
1日

　本庭園は相模小田原藩主大久保忠朝が屋

敷内に造った大名庭園を起源とします。こ

のあたりは明暦年間（1655～58）に埋め立て

られ、延宝６年（1678）に忠朝が拝領しまし

た。忠朝は、貞享３年（1686）に回遊式庭園

を造り「楽壽園」と名付けました。海沿いの

立地をいかし、池に海水を引き入れて潮の

満ち引きで景観が変わるようにしました。

また、名石を配し、中国の西湖のジオラマを

造るなど様々な趣向を凝らしました。

　その後、堀田家、清水家、紀伊徳川家を

経て、明治４年（1871）に有栖川宮熾仁

親王邸となり、同８年（1875）に宮内省が

買上げ、翌９年（1876）に離宮となります。

大正13年（1924）に皇太子裕仁親王（後の

昭和天皇）の結婚を記念して東京市に下賜

され、４月20日に旧芝離宮恩賜庭園として

開園しました。 

　長岡安平（1842～1925）が明治38年

（1905）に設計・築造した庭園です。安

平は明治から大正時代にかけての造園家で

あり、東京府・市の職員として近代日本の

公園の発展に力を尽くした人物です。天保

13年（1842）肥前大村藩士の子に生まれ

た安平は、明治３年（1870）に郷土の先

輩である楠本正隆にしたがって上京し、新

潟に赴任した後、同８年（1875）に東京府

知事に就任した楠本から府の土木掛を命じ

られ、東京府立公園や街路並木などを扱い

始めました。その後、公園管理が移管され

た東京市の嘱託職員となり公園デザインや

公園行政に携わり続けました。浅草公園内

の渓流の設計、飛鳥山公園・向島百花園の

改修など、安平が手がけた公園・庭園は40

以上を数えます。都立芝公園内の渓流は昭

和59年（1984）に造園当初に限りなく近

い状態に再現されました。
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旧岩崎邸庭園
（国際文化会館） 　　　　
六本木５－１１－１６
 
 

旧毛利家庭園「清水園」跡
（檜町公園） 　　　　　　　　

　赤坂９－７  

　ここには江戸時代、長州藩毛利家の下屋

敷（別称「檜屋敷」がありました。通常、

大名の当主は上屋敷に住み、下屋敷は物資

の保管や別邸として使用されますが、この

屋敷には一時期藩主と世継ぎが住むなど長

州藩の中心的な藩邸として利用されまし

た。邸内には名園として広く知られる「清

水園」という庭園がありました。邸内に祀

られる稲荷社に町人が参詣したり、他藩の

藩士が庭を見物したりと、限定的ではあり

ますが、外部にも解放していたようです。

　明治期に入ると第１師団歩兵第１連隊の

駐屯地となり、戦後、敷地の大部分に防衛

庁が置かれました。残りの部分を公園とし

て整備したのが檜町公園です。平成12年

（2000）に防衛庁（現防衛省）が市ヶ谷

に移転し、跡地が東京ミッドタウンとして

開発された折、当公園も再整備され景観が

大きく変わりました。

　昭和４年（1929）、三菱財閥の４代目

当主岩崎小彌太（1879～1945）が岩崎家

鳥居坂本邸に造った庭園です。京都の造園

家「植治」こと７代目小川治兵衛（1860

～1933）の作によるものです。７代目小

川治兵衛は近代日本庭園の先駆者とされる

造園家で、平安神宮、円山公園、無鄰庵

（山縣有朋別邸）、清風荘（西園寺公望別

邸）、古河庭園などを手がけ、また住友家

や三井家・岩崎家などの財閥の求めに応じ

て数々の名園を造りました。このほか、京

都御苑、修学院離宮、桂離宮、二条城、南

禅寺、妙心寺、青蓮院、仁和寺などの修景

も手がけています。本庭園は、崖に面した

南側と鳥居坂に面した東側に草木を植え、

その内側に池を設けた地泉回遊式の日本庭

園です。作庭当時の姿がおおむね残されて

います。 
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旧有栖川宮邸
（有栖川宮記念公園）

きゅうありすがわのみやてい

　　　　　　
南麻布５－７－２９  

旧朝香宮邸
（東京都庭園美術館）

きゅうあさかのみやてい

 白金台５－２１－９

名園でたどる時代の旅

　もともとここには江戸時代、陸奥盛岡藩

南部家の下屋敷がありました。明治29年

（1896）に有栖川宮威仁親王の邸宅とな

り、威仁親王の母森則子の住居などが設

けられました。敷地の広さは20,000坪をこ

え、敷地内は起伏に富み、東側の高台から

西南側に向けて大きく傾斜しています。大

正２年（1913）に威仁親王が死去し、有

栖川宮が絶えた後は、同宮の祭祀を引き継

いだ高松宮に継承されました。昭和９年

（1934）１月15日に高松宮から東京市に

下賜され、有栖川宮記念公園として一般開

放されました。園内にはかつて三宅坂の旧

参謀本部庁舎正門前にあった有栖川宮熾仁

親王銅像（明治36年建立）などがあり、

また都立図書館が併設されています。

　昭和８年（1933）、朝香宮鳩彦王

（1887～1981）の本邸として造営され、

日本の代表的なアール・デコ建築とされま

す。朝香宮家は明治39年（1906）に久邇

宮朝彦親王の８番目の王子であった鳩彦王

によって創設された宮家です。朝香宮はフ

ランスに滞在中、フランス文化、とりわけ

当時流行していたアール・デコ様式に強い

関心と理解を示しました。これにより本邸

にはアール・デコ様式を望み、設計の一部

をフランスのデザイナー、アンリ・ラパン

に依頼し、内部装飾もフランスをはじめと

する外国から輸入したものを多用しました。

　戦後、外務大臣・首相公邸、国の迎賓館

などとして使われましたが、昭和58年

（1983）に美術館として開館しました。国指


